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早稲田大学法学部卒業。中央大学大学院法学研究科博士後期
課程修了。博士（法学）。中央大学法学部助教、法政大学現代法
研究所客員研究員などを経て現職。最近の著作として、「イギリス
労働法政策の現代的展開」JILPT Discussion Paper 21-05（2021

年）、''Legal Liability Regarding 'Power Harassment' and the Scope of That Liability'', 
Japan Labor Issues, vol.4 (2020), no.21, p.10、『パワーハラスメントに関連する主な裁
判例の分析』資料シリーズNo.224（労働政策研究・研修機構, 2020年）など。

　NPO法人(「特定非営利活動法人」)は社会問題を解決するための民間団体である。

NPOによって、(1)保健・医療または福祉の増進を図る活動、(2)学術・文化・芸術・スポーツの振興を図る活動、

(3)人権の擁護または平和の推進を図る活動、(4)職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動、

(5)国際協力の活動等、多様な分野の活動や活性化が期待できる。

NPOは、従来の株式会社やそこに雇用関係で雇われる関係とは異なって、

事業を通じて地域社会に貢献することや「社会的利益」の追求がミッションとなり、利潤を生みだすことが目的ではない。

　本講座では、NPOの先駆な活用モデルを紹介し、NPOが直面しうる法的問題を解析し、

NPOと労働法をめぐる問題を体系的に取り扱うことで、NPOのもつ社会的活用可能性と今後の課題を探っていく。
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※オンライン　Zoomウェビナーで開催※オンライン　Zoomウェビナーで開催

沖縄大学経法商学部教授 :春田 吉備彦
本講座の趣旨説明14:00～14:10

（休憩10分程度）

16:40～17:00

滝原 啓允
「労働分野におけるNPOの存在意義」
14:10～14:50

川津 知大「NPOと第三者責任」
14:50～15:40

渋谷 典子「NPOと労働法」
15:50～16:40

15:40～15:50

川津  知大

琉球大学法文学部卒業。九州大学法科大学院法務博士課程修
了。司法試験合格後、２０１５年１２月より那覇市久茂地所在ののぞ
み法律事務所にて執務。
弁護士として様々な事件に携わり、主に労働事件、一般民事事件、

家事事件、子どもの権利に関する事件、刑事少年事件、医療事件等を扱っている。その
他、ＮＰＯ法人子どもシェルターおきなわ理事、いじめ調査第三者委員会、沖縄県本島
南部地区スクールロイヤー、糸満市要保護児童対策協議会委員、沖縄県立看護大学
倫理審査委員会委員等多方面で活動中。

［のぞみ法律事務所弁護士］

かわ   づ　　　ち　ひろ

オンラインの講義であり「Zoomウェビナー」を使って行います。Wi-Fiなどネット接続がで
きる環境で、PC・スマホ・タブレットなどから視聴できます。お申し込みされた方には、講義開
始前日までに、接続先の情報（ログインURL）をメールにてご案内します。
■申込先　【MAIL】chiken-staff@okinawa-u.ac.jp
　　　　　　　　 （件名は「４月16日土曜教養講座申込」本文で氏名・電話番号の記載をお願いしま）

■問い合せ先　沖縄大学地域研究所　沖縄県那覇市国場405番地　【TEL】098-832-5599

今後の公開講座等の情報
をご希望の方へLINEで
配信を行っております。
左のQRコードよりご登
録ください！
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2．沖縄大学地域研究所から
　  招待メールの送信

講義開始前日までに、沖縄大学地域研究所より Zoom ウェビナーの招待メールを
送信します。講座当日の開始時間に合わせて招待メールにある URL をクリックし
てください。Zoom がダウンロードされてない方はダウンロードが始まりますの
でダウンロード後に講座を受講してください。

受講に関しての注意点
● 著作権等の関係上、講演会の録画・録音・撮影、画面のキャプチャ、資料の転送・転載等はご

遠慮ください。

● 当日の進行は、記録のために録画させていただきますので、ご了承ください。

● 当日は安定したネット環境をご準備ください。Zoom については事前にインストール等をし、
動作の確認を行って頂く事をお奨めします。操作に関する個別のご相談には対応できませんの
でご了承ください。

● 講座の進行を著しく妨げる行為であると判断した場合、退室して頂く事もあります。あらかじ
めご了承ください。

1．受講希望者さまからの
　  メールでの申し込み

メールの宛先（chiken-staff ＠ okinawa-u.ac.jp）に件名「４月
16 日土曜教養講座申込」として本文に「氏名」「電話番号」を記入
して送信ください。沖縄大学地域研究所より、申込受付の旨返信
を致します。ただし先着順で受け付けますので、定数に達したら
申込を締め切らさせて頂きます。ご了承ください。

差出人  ▲
  受講希望者アドレス

宛　先  ▲
  chiken-staff@okinawa-u.ac.jp

件　名  ▲   ４月16 日土曜教養講座申込
本　文  ▲

  受講希望者氏名、受講希望者電話番号

オンライン講座

土曜教養講座 土曜教養講座 参加参加のの流れ流れ
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■問い合せ先 　沖縄大学地域研究所　沖縄県那覇市国場 405 番地　【TEL】098-832-5599

■申　込　先　【MAIL】chiken-staff@okinawa-u.ac.jjp（件名は「４月 16 日土曜教養講座申込」本文で氏名・電話番号の記載をお願いします）




